
今回は、第10回（平成16年度）環境保全型農業推進コンクールで優秀賞（全国環境保全型農業推進

会議会長賞）を受賞され、「ローソンファーム」としておでん用だいこん等の野菜の生産・出荷、また、

耕作放棄地を解消しながら大規模生産を行う 岡野農場 代表 岡野修司さんを訪ねて、農業の状況・

課題等についてお話を伺いました（平成26年6月訪問）。

有限会社 岡野農場

代表者名：岡野 修司

所 在 地：鳥取県米子市葭津町

取組分野：環境保全型農業（有機JAS認証）

だいこん畑

○農場を始められた時のエピソード等はありますか？

当時は、働き手を確保するのがとても難しかったです。農業部門への就労は皆無で、ハローワーク

に行っても、「求人しても応募してくる人はいない。」と言われました。そのような中、陸上自衛隊を

退職された方が農業に興味を持って、当社で働いてくれるようになり、軌道に乗りました。

農業に初めて取り組みましたが、土づくりには力を注ぎました。鳥取県西部農業改良普及所から指導して

もらい、土を改良しつづけ、５年くらいで土が変わりました。

○現在、どれくらいの面積を耕作していますか？

だいこん、ねぎ、さといも等を栽培しており、全部で200ha

を超えています。そのうち、主力のだいこんは120haくらいで

す。

山陰道が開通して倉吉市の方まで畑があります。また、だ

いこんの収穫時期（８月～翌年３月）を分散するために、標

高の高いところから干拓地まで、ざっと鳥取県西半分の３市５ さといも畑

町くらいになります。

○堆肥はどのようにして作られていますか？

「優良な堆肥とは、経営的に良いもの、圃場にも良いもの。」

との考えから、自社堆肥場で牛ふん、馬ふん、鶏ふん、食品

残さ等をブレンドし、時間をかけて発酵させて農地に入れて

います。手を抜くと外来種の雑草が農地に入ってきたりして、

大変なことになってしまいます。

農地には、年間10ａ当たり２ｔ～３ｔ程度を入れています。

それから、圃場では１年に作物は１作としています。 自社堆肥場



○コンビニエンスストア「ローソン」のおでん用だいこんを生

産されておられますが．．．？

おでん用だいこんの契約栽培を行っていて、ローソンからは

農業生産については任せられています。決まった契約量がある

ので、作柄の悪い年にも契約量は確保できるよう、対応してい

ます。

○現在、従業員の方はどのくらいいるのですか？

岡野グルーブ（岡野農場、(有)だいこん屋、(有)岡野青果） 圃場の看板

で、パートさんも含めて140～150人いると思います。外国から

の研修生の方も含まれています。

○非常に多くの面積を栽培するに当たって、苦労したことは

何ですか？

栽培については、鳥取県西部農業改良普及所からアドバイスし

てもらいながら進めています。昨年は、だいこんの播種時期に雨

が続いて、種が播けませんでした。この時は、全体の10～20％の

面積分にマルチを先に張っておいて、手作業で播種していけば良

いことを指導してもらいました。

また、連作障害にも気をつけており、例えば畜産農家の方と牧

草地を交換して作付けを行うなど、被害が出ないように取り組んで ね ぎ 畑

います。鳥取県農業農村担い手育成機構には、農地の借受けで大変

お世話になっています。

○今後の展望をお聞かせ下さい。

６次産業化をいろいろな作物で進めていきたいと考えています。

その時、「鮮度にまさる技術は無い。」とよく言っていますが、

作ったものをただ加工するだけでなく、素材を大事に、一般の加

工場よりも優秀なものを作っていきたいと考えています。
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